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神
奈
川
シ
ニ
ア
連
合
産
別
代
表
者
会

議
は
、
５
月
30
日
（
月
）
午
後
２
時
か

ら
ワ
ー
ク
ピ
ア
横
浜
で
開
催
さ
れ
、
構

成
組
織
代
表
な
ど
41
名
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

第
一
部
で
は
、『
最
近
の
悪
徳
商
法

の
手
口
と
対
処
方
法
』
に
つ
い
て
、
澤

谷
紀
子
消
費
者
生
活
専
門
相
談
員
か

ら
、「
様
々
な
勧
誘
の
電
話
対
応
は
、
必

要
な
い
も
の
は
理
由
も
言
わ
ず
断
り
、

即
電
話
を
切
る
」「
お
か
し
い
と
思
っ

た
ら
、
す
ぐ
に
消
費
者
セ
ン
タ
ー
に
相

談
す
る
」
等
の
講
演
を
聞
き
、
だ
ま
さ

れ
る
側
の
心
理
を
痛
感
し
ま
し
た
。

　

第
二
部
で
は
、
①
昨
年
11
月
27
日
に

開
催
し
た
シ
ニ
ア
連
合
第
24
回
総
会
以

降
の
活
動
経
過
の
承
認
、
②
次
回
第
25

回
総
会
に
向
け
政
策
・
制
度
要
求
と
提

言
な
ど
の
諸
課
題
を
一
体
と
な
っ
て
取

り
組
む
こ
と
を
意
思
統
一
。
引
き
続
き

「
介
護
保
険
の
一
部
見
直
し
」
に
つ
い

て
新
田
シ
ニ
ア
連
合
顧
問
か
ら
講
演
、

「
連
合
の
活
動
状
況
」
に
つ
い
て
渡
部

事
例
」
の
表
彰
・
伝
達
式
で
は
、
個
人

の
部
・
Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
友
の
会
の
２
名
、

団
体
の
部
・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
退
熊
本
県
支
部

協
に
賞
状
と
盾
が
手
交
さ
れ
た
後
、
集

会
ア
ピ
ー
ル
と
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
満
場
一

致
で
採
択
さ
れ
「
団
結
が
ん
ば
ろ
う
」

を
三
唱
し
集
会
は
終
わ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
会
場
か
ら
西
神
田
公
園
ま

で
デ
モ
行
進
を
行
い
、
東
京
ド
ー
ム
周

辺
を
行
き
交
う
人
々
に
ア
ピ
ー
ル
し
ま

し
た
。

　

集
会
の
冒
頭
、
主
催
者
を
代
表
し
て

阿
部
日
本
退
職
者
連
合
会
長
は
「
①
熊

本
・
東
日
本
大
震
災
を
風
化
さ
せ
な
い

活
動
を
継
続
②
社
会
保
障
費
の
給
付
減

額
や
負
担
増
の
施
策
に
対
峙
し
、
安
心

出
来
る
生
活
の
実
現
③
当
面
１
０
０
万

組
織
の
達
成
」
に
全
力
を
傾
注
と
挨
拶
。

引
き
続
き
、
神
津
連
合
会
長
、
来
賓
の

野
田
民
進
党
幹
事
長
、
福
島
社
民
党
副

代
表
、
及
び
福
祉
団
体
の
代
表
か
ら
連

帯
と
激
励
の
挨
拶
を
受
け
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
菅
井
日
本
退
職
者
連
合
事

務
局
長
の
基
調
報
告
を
全
体
で
確
認

し
、
福
島
県
、
熊
本
県
代
表
か
ら
被
災

体
験
や
風
評
被
害
の
状
況
、
福
岡
県
高

退
連
会
長
、
Ｊ
Ｒ
総
連
Ｏ
Ｂ
連
絡
会
か

ら
社
会
貢
献
活
動
の
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。

　

内
閣
府
「
平
成
28
年
度
エ
イ
ジ
レ
ス
・

ラ
イ
フ
実
践
事
例
及
び
社
会
参
加
活
動

連
合
神
奈
川
副
事
務
局
長
か
ら
報
告
を

受
け
ま
し
た
。

　

会
議
終
了
後
に
設
定
さ
れ
た
懇
親
の

場
で
は
、
終
始
笑
い
声
が
す
る
和
や
か

な
雰
囲
気
が
続
く
中
で
、
シ
ニ
ア
連
合

の
更
な
る
発
展
を
誓
い
散
会
し
ま
し

た
。
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挨拶する阿部会長

暮
ら
し
を
守
る
た
め
粘
り
強
く
闘
う

全
国
高
齢
者
集
会
開
催

２
０
１
６
全
国
高
齢
者
集
会
は
「
誰
も
が
生
き
生
き
と
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

社
会
を
つ
く
ろ
う
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
９
月
２８
日
（
水
）
午
後
１
時
か
ら

東
京
・
文
京
シ
ビ
ッ
ク
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
全
国
の
仲
間
１
８
０
０
名
を
集

め
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

  

今
後
の
取
り
組
み
に
総
力
を
結
集

　神奈川シニア連合運営規則第７条に基づ
き、次により第25回総会を開催します。

日　時　2016年 11月 29日（火）
　　　　　　　13時00分受付
　　　　　　　13時30分開始
場　所　ワークピア横浜

神奈川シニア連合
第25回総会告示

━
産
別
代
表
者
会
議
開
催
━
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第
26
回
神
奈
川
シ
ニ
ア
集
会
は
、
３

月
22
日
（
火
）
午
後
１
時
か
ら
ワ
ー
ク

ピ
ア
横
浜
に
お
い
て
「
あ
ら
ゆ
る
世
代

が
手
を
結
び
、
安
心
・
信
頼
の
社
会

保
障
制
度
を
確
立
し
よ
う
！
」
を
メ

イ
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
24
産
別
の
仲

間
、
労
金
友
の
会
、
労
福
協
、
来
賓
な

ど
３
３
５
名
が
参
加
し
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

集
会
は
、
三
部
構
成
で
行
わ
れ
、
第

一
部
で
は
、
新
田
シ
ニ
ア
連
合
顧
問
か

ら
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
つ
い

て
」
低
収
入
重
度
要
介
護
者
の
療
養
生

活
の
実
態
な
ど
、
生
々
し
い
熱
の
こ

も
っ
た
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
開
催
さ
れ
た
第
二
部
の
集
会

で
は
、
永
井
シ
ニ
ア
連
合
会
長
が
７
月

10
日
投
開
票
で
行
わ
れ
た
第
24
回
参
議

院
議
員
選
挙
協
力
へ
の
お
礼
を
述
べ
た

後
「
今
後
も
安
心
・
安
全
に
生
活
で
き

る
環
境
、
信
頼
で
き
る
政
治
の
実
現
に

向
け
、
現
退
一
体
で
取
り
組
む
」
と
力

強
く
表
明
。
そ
し
て
、
来
賓
の
柏
木
連

合
神
奈
川
会
長
、
市
川
県
労
働
者
福
祉

協
議
会
事
務
局
長
、
林
日
本
退
職
者
連

合
副
事
務
局
長
、
神
奈
川
県
な
ど
か
ら

激
励
の
挨
拶
を
受
け
ま
し
た
。

　

そ
し
て
「
戦
争
よ
り
平
和
を
・
競
争

よ
り
も
共
生
を
求
め
る
政
策
を
掲
げ
、

政
策
の
発
信
力
を
高
め
る
」
な
ど
の
基

調
報
告
を
全
体
で
確
認
し
た
後
、
集
会

ス
ロ
ー
ガ
ン
と
ア
ピ
ー
ル
を
満
場
一
致

で
採
択
し
ま
し
た
。

　

第
三
部
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、

柳
家
小
せ
ん
師
匠
の
軽
妙
な
語
り
口
が

参
加
者
の
心
を
豊
か
に
そ
し
て
表
情
を

穏
や
か
に
さ
せ
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
楽

し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

２
０
１
６
年
９
月
10
日
（
土
）
～
12

日
（
月
）、
連
合
神
奈
川
の
参
加
者
４

名
の
一
員
と
し
て
北
方
領
土
返
還
要
求

「
２
０
１
６
平
和
行
動
in
根
室
」
に
参

加
し
ま
し
た
。

　

釧
路
空
港
到
着
後
、
阿
寒
バ
ス
に
て

一
路
根
室
へ
。
今
夏
、
連
続
し
て
上
陸

し
た
台
風
の
泥
水
な
ど
の
痕
が
痛
々
し

く
、
釧
路
湿
原
・
河
川
・
牧
草
地
帯
は

目
を
覆
う
ば
か
り
の
状
況
で
し
た
。

　

幸
い
に
集
会
期
間
中
は
、
好
天
に
恵

ま
れ
納
沙
布
岬
・
望
郷
の
岬
公
園
か
ら

歯
舞
、
国
後
の
島
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
身
近
な
北
方
四
島
が
未
だ
遠

い
存
在
で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
、
日
本

固
有
の
領
土
が
旧
ソ
連
に
不
法
占
拠
さ

れ
、
71
年
が
経
過
し
て
も
な
お
領
土
問

題
が
未
解
決
の
ま
ま
で
あ
る
こ
と
に
強

い
憤
り
を
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

戦
前
か
ら
神
奈
川
で
生
ま
れ
育
ち
、

広
島
・
長
崎
で
の
悲
惨
な
事
態
と
沖
縄

の
基
地
問
題
は
認
識
し
つ
つ
も
北
方
領

土
問
題
に
つ
い
て
は
希
薄
で
し
た
。
今

回
の
集
会
で
心
に
強
く
感
じ
た
こ
と

は
、
出
生
地
を
追
わ
れ
た
元
島
民
の

方
々
に
今
も
明
る
い
兆
し
が
見
え
て
い

な
い
こ
と
で
す
。
同
年
代
の
元
島
民
婦

人
が
「
他
国
の
不
法
占
拠
に
よ
り
、
ふ

る
さ
と
も
財
産
も
取
り
上
げ
ら
れ
追
わ

れ
た
悔
し
さ
・
せ
つ
な
さ
」
の
訴
え
に
、

目
頭
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。

　

２
泊
３
日
の
日
程
で
は
、
釧
路
か
ら

網
走
ま
で
の
間
に
お
け
る
自
然
美
、
特

に
知
床
の
山
々
と
羅
臼
岳
の
原
生
林
に

生
息
す
る
エ
ゾ
ジ
カ
に
出
会
い
心
も
和

ん
だ
と
こ
ろ
で
す
。
そ
し
て
、
北
方
四

島
の
返
還
を
願
う
元
島
民
は
も
と
よ
り

道
内
の
関
係
者
及
び
全
国
か
ら
参
加
さ

れ
た
連
合
の
方
と
共
有
し
た
こ
と
を
持

ち
帰
り
、
地
域
・
所
属
組
織
の
仲
間
・

家
庭
に
お
い
て
、
機
会
あ
る
ご
と
に
真

の
平
和
へ
の
思
い
を
伝
え
続
け
る
こ
と

が
使
命
で
あ
る
と
心
に
刻
み
ま
し
た
。

　

一
国
民
と
し
て
、
北
方
四
島
が
早
期

に
返
還
さ
れ
る
こ
と
を
願
い
「
平
和
ノ

サ
ッ
プ
集
会
」
に
参
加
し
て
の
旅
路
所

感
と
し
ま
す
。

戦
争
よ
り
平
和
・

　
　
　
　
　競
争
よ
り
共
生

戦
争
よ
り
平
和
・

　
　
　
　
　競
争
よ
り
共
生

 

２
０
１
６
平
和
行
動 

ＩＮ 

根
室
に
参
加
し
て

神
奈
川
シ
ニ
ア
連
合
副
会
長

　高 

橋

　敏 

男

(

自
動
車
総
連
日
産
労
組
エ
ル
ダ
ー
ク
ラ
ブ)

柳家小せん師匠の一席

連合神奈川の参加者
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神
奈
川
シ
ニ
ア
連
合
は
、
日
本
退
職

者
連
合
第
20
回
総
会
の
決
定
内
容
を
踏

ま
え
、
別
記
の
「
介
護
保
険
制
度
充
実

等
に
関
す
る
諸
要
求
」
を
２
０
１
６
年

度
の
対
行
政
要
請
と
し
て
確
認
し
ま
し

た
。

　

要
請
は
12
月
末
を
目
途
に
民
進
党
神

奈
川
県
連
所
属
の
国
会
議
員
・
県
・
市
・

町
会
議
員
、
行
政
（
神
奈
川
県
・
横
浜

市
・
川
崎
市
・
相
模
原
市
・
横
須
賀
市
・

藤
沢
市
・
寒
川
町
・
そ
の
他
行
政
に
も

可
能
な
限
り
）に
行
う
こ
と
と
し
ま
す
。

　

本
要
請
の
取
り
組
み
は
、
４
年
目
と

な
り
、
昨
年
度
も
提
出
し
た
「
低
所
得

高
齢
単
身
女
性
問
題
」
も
合
わ
せ
て
行

い
ま
す
。

　

具
体
的
な
要
請
日
は
、
連
合
神
奈
川

に
行
政
と
の
調
整
を
お
願
い
し
、
民
進

党
の
各
級
議
員
と
は
シ
ニ
ア
連
合
が
調

整
。
要
請
は
、
連
合
神
奈
川
と
シ
ニ
ア

連
合
五
役
会
メ
ン
バ
ー
が
合
同
で
行
い

ま
す
。

介
護
保
険
の
充
実
等
を

行
政
・
各
級
議
員
へ
要
請

「介護保険制度の充実」等に関する諸要請
神奈川シニア連合

1．「未届老人ホーム」の継続した実態把握と利用者の支援対策について
平成28年1月末時点における未届け施設数が明らかにされたが、未届施設は需要があ
る限り供給はこれからも増え続ける。経済的理由でやむなく無届施設を利用せざるを
得ない弱い立場の高齢者の人権と安全を守るため以下の要求と提言をする。

（1）未届施設の実態を常に把握できるよう継続した調査により、届け出促進に向けた取
り組みを強化すること。

（2）未届施設がガイドラインを満たしていなくても、まず届出を出させるよう柔軟な対
応をし、それが困難であっても指導・改善を求め続けること。

（3）未届施設であってもその存在を地域住民に明らかにし、地域ボランティアとの交流
を図れるよう施設と住民との風通しを良くすること。

2．地域包括ケアシステムの構築について
（1）地域包括ケアシステムの構築が進められている中、医療機関と介護関係をはじめと

した異職種間の連携づくりや、地域に存在する福祉資源の活用や生活支援の住民参
加など、やるべきことは多いと理解する。　システム構築のための担当職員を配置し、
「住み慣れた地域で安心した療養生活」が送れるよう、更には「家庭での看取り」ま
でのシステムを構築すること。

（2）2025年の地域包括システム構築に向けた取り組み内容を開示すること。

3．介護保険制度について
（1）予防給付の新総合事業への移行について
①�要支援1・2の予防訪問介護・予防通所介護サービスが2017年4月迄に市町村の新総
合事業へ移行されるが、基準緩和による移行後における取り組み状況の内容詳細、
及び事業費予算や有償ボランティアの単価を含め明らかにすること。
②�制度改正を理由とした、サービス内容の変更や切り捨て、利用料の引き上げを行わ
ないこと。
③�要介護認定にあたっては、現状の要介護認定システムを基本とし、認定申請時の基
本チェックリストの強要やサービスの振り分けを行わないこと。

（2）認知症施策の拡充
①�新オレンジプランの基本理念「認知症の人が住み慣れた地域で、自分らしく暮らし
続けることができる社会の実現をめざす」を踏まえ、地域のなかで認知症の人とそ
の家族を支える「見守り・声掛け・相談・支援」の仕組み作りを推進すること。
②医療・介護連携による認知症の早期診断・早期対応の体制整備を図ること。

（3）�安心して暮らすことのできる居住の場の整備
①�特別養護老人ホームの整備・拡充（増設）を図るとともに、個室・ユニット型居室
の整備等居住環境の改善を図ること。

②�低所得要介護者が安心して暮らせる場を確保するため、養護老人ホームの整備・拡
充（増設）と施設の機能強化や職員配置を改善すること。

（4）介護労働者の処遇改善と人材確保
①�2015年度改正の介護報酬処遇改善加算の実施状況を把握・分析するとともに、事業
者に対して人材確保に資する各種交付金等も積極的に活用して実質的な処遇改善を
促すこと。

②�介護職場における労働法令違反を根絶するため、労働行政と連携し雇用条件・環境
の点検・改善の取り組みを強めること。

（5）被保険者・市民参画の促進
　介護事業計画や総合確保基金の活用計画等、各種事業計画策定にあたっては、介護
保険の被保険者・保険料を拠出する労使代表等の市民参画体制を確立すること。

（6）国への働きかけについて5点（内容省略）

4．地域公共交通の充実について
（1）2013年12月に制定された交通基本法の趣旨を踏まえ、高齢者や障害者の通院、日常

の買い物等交通弱者の生活に必要な移動手段確保にむけ、地域交通の充実を図るこ
と。

（2）自治体における総合計画や都市計画については、地域の活性化や地域事情を踏まえ
た交通サービス、バリアフリー化、シームレス化等、安心・安全に住み続けられる
まちづくりに向け、住民のニーズを反映した交通政策を策定し展開すること。

以上
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私
た
ち
神
高
教
シ
ニ
ア
運
動
は
、

２
０
０
６
年
５
月
に
神
高
教
（
神
奈
川

県
高
等
学
校
教
職
員
組
合
）
の
運
動
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
組
合
員
退
職
者
の
組
織

と
し
て
発
足
し
ま
し
た
。
ま
だ
11
年
と

い
う
若
い
組
織
で
す
。発
足
と
同
時
に
、

す
で
に
神
奈
川
シ
ニ
ア
連
合
に
加
入
し

て
い
る
先
輩
の
退
女
教
の
お
世
話
で
、

神
教
協
と
い
う
産
別
組
織
で
仲
間
入
り

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

産
別
と
し
て
は
、
各
県
の
教
職
員
組

合
の
退
職
者
組
織
で
構
成
さ
れ
て
い
る

日
本
退
職
教
職
員
協
議
会
（
日
退
教
）

に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。
日
退
教
は
結

成
40
年
を
経
過
し
て
お
り
、
神
高
教
シ

ニ
ア
運
動
の
役
員
で
も
あ
る
元
神
高
教

委
員
長
の
竹
田
邦
明
さ
ん
が
事
務
局
長

を
担
っ
て
い
ま
す
。
日
退
教
は
退
職
者

連
合
に
加
盟
し
て
地
公
退
の
仲
間
と
と

も
に
運
動
し
て
い
ま
す
。

　

退
職
後
も
再
任
用
の
道
を
選
び
、
職

場
で
活
躍
し
て
い
る
人
も
多
く
い
ま

す
。
今
後
、
毎
年
多
く
の
大
量
採
用
時

代
の
退
職
者
が
続
き
、
再
任
用
期
間
が

最
大
５
年
と
延
び
た
こ
と
も
あ
っ
て
、

現
職
者
の
中
の
退
職
者
の
比
率
も
高

ま
っ
て
い
き
ま
す
。 

教
育
を
取
巻
く

情
勢
は
ま
す
ま
す
厳
し
く
な
り
、平
和
・

人
権
・
環
境
課
題
も
山
積
で
す
。
ま
た
、

年
金
・
医
療
な
ど
高
齢
者
の
課
題
も
多

く
、
今
ま
で
も
様
々
な
運
動
に
取
組
ん

で
き
た
組
合
員
が
、
更
に
神
高
教
と
と

も
に
運
動
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
は
大

変
意
義
深
い
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

毎
月
１
回
の
役
員
会
と
年
１
回
の
総

会
と
交
流
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
昨

年
は
第
10
回
記
念
総
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
交
流
会
に
は
退
職
予
定
の
現
役
組

　

神
奈
川
シ
ニ
ア
連
合
施
設
見
学
交
流

集
会
は
、
６
月
６
日
（
月
）
午
前
10
時

か
ら
、（
株
）総
合
車
両
製
作
所
【
Ｊ
─

Ｔ
Ｒ
Ｅ
Ｃ
】
並
び
に
労
組
の
絶
大
な
協

力
を
得
て
行
い
ま
し
た
。

　
（
株
）Ｊ
─
Ｔ
Ｒ
Ｅ
Ｃ
の
前
身
は
、
金

沢
八
景
の
旧
東
急
車
両
製
造
（
株
）で

あ
り
、
２
０
１
２
年
に
新
た
に
発
足
し

た
会
社
で
す
。

　

各
産
別
が
事
前
に
登
録
し
た
メ
ン

バ
ー
38
名
は
、
10
時
か
ら
会
社
の
「
ア

ル
ミ
車
両
の
新
幹
線
や
ス
テ
ン
レ
ス
車

両
等
を
製
造
し
て
お
り
、
ス
テ
ン
レ
ス

車
両
製
造
は
パ
イ
オ
ニ
ア
で
あ
る
」「
安

全
は
最
優
先
で
あ
り
、
説
明
者
の
指
示

は
厳
守
」
等
々
の
説
明
を
聞
い
た
後
、

ヘ
ル
メ
ッ
ト
と
レ
シ
ー
バ
ー
を
装
着

し
、
工
場
内
に
出
発
し
ま
し
た
。

ク
レ
ー
ン
に
よ
る
車
体
移
動
や
ス
テ
ン

合
員
も
一
緒
に
参
加
し
、
退
職
後
の
生

活
な
ど
を
語
り
合
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

会
報
を
年
３
回
発
行
し
、
総
会
の
出
欠

ハ
ガ
キ
に
寄
せ
ら
れ
た
会
員
の
声
を
会

報
に「
会
員
の
今
」と
し
て
掲
載
し
、「
シ

ニ
ア
ラ
イ
フ
」
コ
ー
ナ
ー
で
は
毎
号
会

員
の
ユ
ニ
ー
ク
な
活
動
を
紹
介
し
て
き

ま
し
た
。
ま
た
、
退
職
し
た
会
員
に
退

職
後
の
生
活
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト

第10回記念総会

レ
ス
の
溶
接
、
複
雑
な
電
気
配
線
、
未

公
開
の
車
両
製
造
現
場
な
ど
を
見
学
。

　

見
学
後
は
、
シ
ー
サ
イ
ド
ラ
イ
ン
で

八
景
島
に
移
動
し
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
に

舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
参
加
者
の
交
流
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

あ
ま
り
無
理
を
せ
ず
、
上
記
課
題
の

集
会
や
行
動
に
参
加
し
て
み
る
な
ど
自

分
の
都
合
に
合
わ
せ
て
気
軽
に
参
加
で

き
る
組
織
に
す
る
こ
と
を
念
頭
に
置
い

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
神
奈
川
シ
ニ

ア
連
合
の
一
員
と
し
て
、
多
く
の
仲
間

と
と
も
に
各
種
行
事
に
参
加
し
て
い
き

ま
す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

施
設
見
学
会
を開

催

ふ
れ
あ
い
の
仲
間
た
ち

56

　
　発
足
し
て
11
年
が
経
ち
ま
し
た

神
教
協
・
神
高
教
シ
ニ
ア
運
動

神
奈
川
シ
ニ
ア
連
合

　幹
事 

三
橋

　正
俊

各産別からの参加者

Ｊ
━
Ｔ
Ｒ
Ｅ
Ｃ
を
見
学


